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未利用天然資源の活かし方 

 

２０２２年３月２６日に開催したミリケンの第２０回情報交換会（設立１０周年

記念講演会）において、ASTRA FOOD PLAN株式会社の吉岡久雄様に「過熱水蒸気によ

る食材のアップサイクル」をテーマに講演していただきました。 

ASTRA FOOD PLAN株式会社は、「サスティナブルな社会の実現」をミッションに掲

げるフードテックベンチャーとして、これまで食品の乾燥殺菌装置『過熱蒸煎機

®』を開発し、“かくれフードロス”の課題を抱える企業など約２５社と協力しなが

ら様々な食材で乾燥、殺菌テストを実施されています。また、１０月１５日に開催

された「フードテックグランプリ２０２２」にて、「過熱蒸煎機」によるフードロス

問題解決についてプレゼンテーションされ、「日本ハム賞」「リアルテックファンド

賞」をＷ受賞されました。 

今回、吉岡様から現況をお聞きする機会があり、「過熱蒸煎機®による未利用天然

資源の活かし方」をテーマに当メルマガに寄稿いただきましたので、ご紹介しま

す。 

 

【寄稿】過熱蒸煎機®による未利用天然資源の活かし方 

ASTRA FOOD PLAN株式会社 専務取締役 吉岡久雄 

   

食品の端材や非可食部、規格外、生産余剰などの理由で市場に出ないかくれフー

ドロスは年間２０００万トン以上にもなります。これらを言い換えると未利用天然

資源と言えるでしょう。卵の殻、飲料残渣や間伐木材など生産工程で出て来る食品

以外の資源を含めると、膨大な数量となります。 

これらを資源にアップサイクルするには何が必要でしょうか。先ず、品質を落と

さない為に水分が有れば乾燥し腐敗を防ぐ、食品へのアップサイクルで有れば殺菌

が必要ですし、既に痛んでいるなら消臭が、栄養価に期待するなら長時間の加熱は

避けたいものです。残渣処理にかけられるコストも重要な課題です。 



弊社は連続式熱風乾燥機に過熱水蒸気を併用する事により天然資源の抱える一連

の課題を解決しました。食品、繊維、建材、バイオエネルギー等へ高付加価値パウ

ダーとしてアップサイクルする事が可能です。 

飽和水蒸気は１７０℃を越えると湿った蒸気から乾燥を促進する媒質へ変化する

性質があり、膨張して炉内に広がり低酸素環境を維持します。これにより原料の酸

化を抑え、退色を防ぎます。殺菌については熱の伝導、対流に加え過熱水蒸気から

得られる凝縮熱や輻射熱を利用する事により短時間の内に処理されます。 

この様に良い面ばかりの過熱水蒸気が普及していない原因は、ランニングコスト

でした。蒸気を使うにはボイラー設備が必要で、飽和蒸気を再加熱して過熱水蒸気

を得るために、エネルギーコストが高く、残渣処理にはコストが合わず不向きでし

た。そこで、新しくボイラーに頼らない方式を発明し、乾燥機に組み込んで見たと

ころ、食品原料として供給可能なクオリティとコストを両立するに至りました。 

様々な材料をテストした結果、社内ノウハウを確立し来社テストでは、皆さんの

驚きと喜びが絶えません。 

例えば、野菜残渣の場合、熱風が３５０℃を越えると炭化して来ますが、過熱水

蒸気雰囲気になると４２０℃を越えても焦げません。一般生菌はもとより大腸菌

群、耐熱芽胞菌など、原料の初発菌数にもよりますが、乾燥と殺菌が同時に行える

マシンとして、注目が集まっています。 

 

 

過熱蒸煎された様々な野菜廃材 

 



 

過熱水蒸気による乾燥殺菌装置『過熱蒸煎機®』 

 

過熱蒸煎とは： 

過熱水蒸気を用いて食材の風味の劣化と酸化を抑え、栄養価を残しながら殺菌・乾

燥を行うことです。【焙煎】は焦がす=酸化の意味が含まれるため、造語を商標登録

しました。 

 

次回発行予定 

２０２３年１月 

主な内容：次回情報交換会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み現場か

ら/etc. 

 

編集後記 

今年も 1年間、未利研メルマガをご覧になっていただき、ありがとうございまし

た。来年こそは対面でディスカッションができる世の中になるように願いつつ、今

できるオンライン活動を通して質の高い繋がりの維持・向上を模索して活動を盛り

上げていきたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。そ

れでは、皆様、良いお年をお迎えください。 

今後とも未利研メルマガをご愛読ください。内容についてのご意見、希望する話

題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、田村までメールして頂ければ幸い

です。 
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